




Ⅰ.研究目的

(1)一般出生児における四肢障害の発生頻度を知り,その対策をたてる場合の参

考資料にする。

(2)四肢ならびにそれと関連の深い骨格系の形態異常,特に,小奇形についての

判定規準を作製する。

(3)特殊型に属する奇形症候群について形態特微および遺伝分析を行うことに

より,発生原因を知る参考にする。


